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研究成果の概要（和文）：本研究課題「生命科学をめぐる映像メディア論の可能性」は３年間にわたり、生命科
学と映像メディアの関連性について、歴史・理論・実践という３つの側面から検討してきた。まず、歴史的側面
としては、20世紀以降の生命科学の展開が物質的に映像メディアに支えられていたことを明らかにし、次に理論
的側面として、デジタル技術以降の映像メディア論が生命科学の展開に着想を得るかたちで展開可能であること
を指摘した。最後に実践的な側面として、現在に興隆を見せるバイオアートを具体例として、これまでの歴史・
理論的調査を確認し、応用することで、生命概念が映像メディアとの交錯のうちで劇的に変化していることを明
らかにした。

研究成果の概要（英文）："The Possibilities of Media Theory on the Life Science" is a research 
project which examines the relationship between media theory and life science in terms of history, 
theory, and practice. From the historical perspective, it reveals that the life science of 20th 
century couldn't have developed without image media as a material support. And in the theoretical 
terms, these developments can be a resource to reconsider the media theory after digital technology.
 At last, we can observe the movement of Bio Art as a practice embodying these historical and 
theoretical ideas from the end of 20th century, in order to indicate the media as a place which 
alternate the definitions of our life dramatically in the interplay of life science and image 
technology.

研究分野： 美学・芸術学、映像メディア論
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１．研究開始当初の背景 
 
 本研究を開始するまでに、申請者は 19 世
紀西欧において、写真を中心とする映像メデ
ィアの技術的発展と、自然科学におけるその
応用を検討する歴史研究を展開してきた。人
間の認識能力を超え出る映像を提出した写
真や映画は、近代以降に自然科学が発展する
うえで不可欠なツールになったと考えられ
るためである。 
 このような研究を 20 世紀以降へと展開す
るにあたって、現在までに進展著しい分野と
して生命科学の領域がある。遺伝子工学や幹
細胞研究など、微視的な対象を観察・検証す
るこれらの領域においてこそ、上述のような
映像技術が重要な役割を果たしているので
はないか。以上のような観点が、本研究を開
始するための背景となった。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究の目的は、人文科学の知見と自然科
学の成果を、映像メディアを媒介項とするこ
とによって接続すること、また、ひるがえっ
てデジタル技術以降の映像メディアに即し
た理論的考察を展開することである。さらに
具体的には、以下三点にまとめられる。 
 
第一に、20世紀以降の自然科学のうち、と
りわけ生物学に生じた転換点を見定め、そ
れが現在の脳科学や生命科学まで、どのよ
うに発展してきたのかを明らかにする。 
 
第二に、こうした自然科学の発展のうちで、
微視的な対象を可視化する映像メディアが
どのような役割を果たしたのかを明らかに
し、それをとりわけアニメーションという
観点から捉え直すことで、理論的な影響関
係を検討する。 
 
第三に、以上のような生命科学と映像メデ
ィアの相補的関係が、現在においてどのよ
うなかたちで具体化し、実践されているの
かを批判的に検証すること。 

 
３．研究の方法 
 
 以上の目的三点を、それぞれ（１）歴史、
（２）理論、（３）実践、に大別することに
よって、生命科学をめぐる映像メディア論の
可能性を多角的に検証することが目指され
た。研究の方法も、これら三点に即してまと
めていく。 
 
（１）まず、歴史的な観点としては、従来の
科学史研究の蓄積と、20 世紀初頭の一次資料
を参照することで研究が進められた。前者に
ついては、たとえば E.=F.ケラーや H・ラン
デッカー、J・カナレスといった研究者たち
が、この時期の生物学について充実した成果

を発表してきた。また、歴史的な一次資料と
しては、同時期における J・ペランの分子論
や S・ルデュックの生物学研究、また生命科
学に映像技術を採用していた J・コマンドン
や A・カレルの研究が重要な素材となった。 
 
（２）理論的な先行研究については、上述の
ケラーや D・ハラウェイらによるフェミニズ
ム研究の影響力が強く、物理学の歴史を認識
論・メディア論的に検討した K・バラッドな
ど、後続する研究が次々と登場している。そ
うした研究をメディア論へと接続するには、
最近のデジタル技術を対象として独自の理
論的考察を展開する E・サッカーや A・ギャ
ロウェイらの研究も、本研究にとって重要な
参照点となった。 
 
（３）最後に、実践的な事例として選ばれた
のが、最近になって注目を浴びる「バイオア
ート」の試みである。とりわけ今世紀に入る
頃から、細胞を人工的に作り出そうとする合
成生物学の登場など、従来の自然科学の領域
を超える実践がアート作品として提出され
ている。そのことを検討した W.J.T.ミッチェ
ルや R・ミッチェルらの議論とともに、これ
らの実践を批判的に検討しつつ、上述の歴史
的な背景や理論的な言説とどのような点に
おいて関連しており、また、それが映像メデ
ィア論にいかなる影響をもたらすのかを明
らかにすること、これが以上３つの観点を総
合するための方法として位置付けられた。 
 
４．研究成果 
 
・初年度 
 まずは、生命科学とメディア論の接続を目
指すうえで、その歴史的な背景を検討する作
業が中心となった。ただし、実践として挙げ
たバイオアートが現在進行形で盛り上がり
をみせているため、その調査も初年度から並
行するかたちで進められた。 
 先行研究によると、微視的な存在を対象と
する自然科学のなかでも 20 世紀初頭におい
て特筆すべきことは、物理学や生物学、運動
科学が渾然一体となって進展していたとい
う事実がある。この点に注目しつつ、本研究
ではとりわけ生物学者たちがこの時期から
すでに顕微鏡で観察される対象を映像メデ
ィアに記録し、ときに映画などの装置によっ
て、微視的な運動を人工的に操作しようとし
ていたことを明らかにした。また、そのこと
を現在までに活性化しているバイオテクノ
ロジーの端緒とみなし、現在のバイオアート
へと至る接点として定位することもできた。 
 また、理論的な側面としては、以上のよう
な知見をもとに、メディアを従来の伝達やコ
ミュニケーションの手段として捉えるので
はなく、変性を起こすための媒質として捉え
直すことが可能であることを明らかにした。
このような観点は、現在のアニメーション表



現の比較検討にも応用することができた。 
 以上の研究成果の一部は、３本の口頭発表
と１本の論考にまとめて発表した。 
 
・二年目 
 上述の３つの観点のうち、歴史・理論の側
面から生命科学と映像メディア論の接点を
検討する作業が進められた。 
 とりわけ 19世紀から 20世紀における医学
や生理学の展開をまとめること、そうした生
命科学の影響が多分に認められるばかりか、
その多くの場合に、映像メディアが媒介項と
して重要な役割を果たしていることを明ら
かにした。 
 理論的な観点からは、上述の先行研究から
科学史やメディア論の議論を統合する作業
を進めた。それらに共通するのは、映像メデ
ィアを重要視しつつ、近代以降の科学者たち
の実践にとって支配的であった主客の対立
概念や再現＝表象という観念が疑問に付さ
れているということである。本研究では、こ
のことを現在のインターネットやゲーム、CG
映像など、具体的な映像メディアを実例とし
て考察した。これらの内容の一部は、３本の
著作と 1本の論考、３本の口頭発表によって
発表した。 
 
・三年目 
 最終年度には、バイオアートを実践的な具
体例としつつ、これまでの歴史・理論的な側
面との接続を試みた。 
 バイオアートについては従来、科学技術の
加速度的な進展が人類に対して引き起こし
かねないリスクを提示し、その警告としての
役割を果たすことが頻繁に指摘されている。
しかしながら、ここまでの研究成果を踏まえ
るなら、バイオアートが示しているのは、生
それ自体やその理解が、メディアという媒質
との関係において歴史的に変質してきたと
いう事実でもある。 
 以上のような観点から、バイオアートを従
来の芸術制度の文脈を超え出るような位置
付けに置き直し、歴史上の科学者たちによる
営為をある種の表現活動として捉え直すこ
とができる。さらに、映像メディアについて
も、従来のように写真や映画といった個別の
メディアの本質や固有性を探求するだけで
はなく、それらを私たち自身の生命や行動に
変化をもたらす場として捉え直すことが可
能となった。 
 このような研究成果によって、映像メディ
アの歴史や実践を、人文学と自然科学を架橋
するための立脚点として提示することが可
能となった。このことは、いまだ先行研究に
おいて十分に深められていないため、今後の
さらなる展開のためにも重要な論点を提示
することができたと考えられる。 
 最終年度の研究成果の一部は、ともに共著
として発表された２本の著作で発表した。 
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